
独立行政法人農業環境技術研究所動物実験規程

１８農環研第２６０号

平 成 １ ８ 年 ６ 月 １ 日

最終改正 １９年農環研第０３１８０７号

平成２０年３月１８日

（目的）

第１条 この規程は、動物実 験 に 関 す る 法 令 及 び 「 農 林 水 産 省 の 所 管 す る 研 究 機 関

等 に お け る 動 物 実 験 等 の 実 施 に 関 す る 基 本 指 針 」 に 則 り 、 独 立 行 政 法 人 農 業 環

境 技 術 研 究 所 （ 以 下 「 研 究 所 」 と い う 。） に お け る 動 物 実 験 （ 以 下 「 実 験 」 と い

う ） に 関 し 、 科 学 的 観 点 と 動 物 愛 護 の 観 点 と 両 立 さ せ 、 そ の 適 正 な 実 施 を 図 る

た め 、 遵 守 す べ き 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 科 学 的 で 動 物 福 祉 上 適 正 な 実 験 の

実 施 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。

（適用範囲）

第２条 この規程は、研究所で行われる実験動物を用いたすべての実験に適用する。

（定義）

第３条 この規程においては、以下の各号のと お り 、 用 語 を 定 義 す る 。

一 「動物実験」とは、実験動物を試験研究、教育、検査又は生物学的製剤の製造その他

の科学上の利用に供することをいう。

二 「実験動物」とは、動物実験のため、施設で飼養又は保管しているほ乳類、鳥類及び

は虫類をいう。

三 「動物実験計画」とは、動物実験の実施に関する計画をいう。

四 「動物実験実施者」とは、動物実験を実施する者をいう。

五 「動物実験責任者」とは、動物実験実施者のうち、動物実験等の実施に関する業務

を統括する者をいう。

六 「実験動物飼養者」とは、実験動物の飼養又は保管に 従 事 す る 者 を い う 。

（理事長の責務）

第４条 理事長は、研究で実施する動物実験の科学上及び動物福祉上の適正並びに安全性の

確保について最終的な責任を負うものであり、動物実験等の適正な実施のために必要な措

置を講じなければならない。

（動物実験委員会）

第５条 研究所において科学的かつ倫理的な動物実験の実施を図るために、理事長の諮問機

関として、動物実験委員会（以下「委員会」という。）を置く。

２ 委員は、研究コーディネータ、領域長・センター長、動物実験等に見識を有する者及び

その他理事長が必要と認める者の中か ら 理 事 長 が 任 命 す る 。

３ 委員長は理事長が任命する。



４ 委員長は、委員会を代表し、委員会の開催及びその審議結果の理事長への報告等を行う。

５ 副委員長は委員の互選により選出する。副委員長は、委員長を補佐し、委員長が不在の

時は委員長の職務を代行する。

６ 委員長は、委員会の承認を得て、委員以外の専門家等の出席を求め、説明又は意見を聴

取することができる。

７ 委員長並びに委員の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。

８ 委員会の事務局は、企画戦略室に置く。

（実験計画）

第６条 動物実験責任者及び動物実 験 実 施 者 （ 以 下 「 実 験 者 」 と い う ） は 、 実験の実

施に当たり、次の各号に掲げる事項を踏まえ実験計画を立案しなければならない。

一 代替法の利用 動物実験の実施に当たり、研究目的を達成することができる範囲にお

いて、できる限り動物実験に代わり得る方法の利用等により実験動物を適切に利用する

ことに配慮すること。

二 実験動物の選択 動物実験の実施に当たり、研究目的を達成することができる範囲に

おいて、適正な実験動物の種類の選定、研究成績の精度・再現性に影響する実験動物数

をできる限り少なくすること等により実験動物を適切に 利 用 す る こ と に 配 慮 す る こ

と 。

三 苦痛の軽減 動物実験の実施に当たり、研究目的を達成することができる範囲におい

て、できる限り実験動物に苦痛を与えない方法を用いること。

２ 動物実験責任者は、動物実験の開始前に、前項に基づき、研究所の動物実験計画書（別

紙様式１）を作成し、理事長に提出しなければならない。承認を得た実験計画を変更する

場合も同様とする。

３ 実験者は、理事長の承認を受けた後でなければ動物実験を行うことはできない。又、動

物実験に係る助言・指導等があった場合は、これに従わ な ければならない。

（実験計画の審査）

第７条 委員会は、理事長の諮問に基づき提出された実験計画が、動物実験の科学上及び動

物福祉上の適正並びに安全性確保の観点等から適正に実施されるかについて審議を行い、

その審議結果を理事長に答申する。

２ 委員会は、実験計画の実施前並びに実施中において、実験計画が適正に実施されていな

いと認められる場合は、適正に行われるような助言・指導若しくは実験の中止、その他必

要な措置について理事長に対して報告することができる。

第８条 理事長は、委員会の審査の報告を受けて、申請について承認を与えるか否かを決定し、動物実

験責任者に通知しなければならない。

２ 理事長は、委員会から前条第２項の答申を受けたときは、動物実験責任者に助言・指導若しくは実

験の中止等を命ずることができる。

（教育訓練）



第９条 実験者及び実験動物飼養者は、委員会の定める教育訓練を受講しなければならない。

（飼養管理）

第１０条 実験者及び実験動物飼養者は、動物の生理、生態、習性などに配慮するとともに

動物の感染症等の疾病予防、実験動物の逸走防止、臭気・騒音・廃棄物等による周辺環境

への悪影響の 防 止 に配慮し、動物を適正に飼養、保管、又は動物実験に供することによ

り、動物及び実験者、実験動物飼養者の健康及び安全を保持並びに周辺環境を保全するよ

うに努めなければならない。

（実験動物等の処理）

第１１条 実験者は、動物を処分する際には、致死量以上の麻酔薬等の投与又は他の適切な

方法によってその動物にできる限り苦痛を与えないように努め、速やかに安楽死の処置を

とらなければならない。また、実験動物の死体ならびに廃棄物等は、周辺環境の汚染や人

の健康障害等をおこさないように保管し、焼却等の最終処理を行わなければ な ら な い 。

（動物実験の実施状況及び記録の報告）

第１２条 動物実験責任者は、動物実験記録（別紙様式２）に従い、定期的に動物実験等の

実施状況をとりまとめて理事長に提出しなければならない。

２ 実験が終了した場合には、動物実験責任者は、動物実験記録に従い、実験方法、実験成

績及び実験期間中の飼養環境の条件等の実施結果を理事長へ提出しなければならない。

（自己点検及び評価）

第１３条 理事長は、動物実験の実施に関する適正及び透明性を確保するため、前条に基づ

いて提出された実施状況又は実施結果の報告について自己点検及び評価を行う。このとき、

委員会に諮問することができる。

２ 委員会は、理事長の諮問に基づき、報告された実験の実施状況又は実施結果が、動物実

験の科学上及び動物福祉上の適正並びに安全性確保の観点等から適正に実施されたかに

ついて審議を行い、その審議結果を理事長に答申する。委員会は必要に応じ、実験が適正

に行えるような助言・指導等の答申を行う

３ 前項により委員会から答申があった場合、理事長は必要に応じて動物実験責任者に指

示・指導等を行う。

（情報公開）

第１４条 理事 長 は 、 研 究 所 に お け る 動 物 実 験 等 に 関 す る 情 報 に つ い て 、 毎 年 度 公

開 す る 。

（雑則）

第1５条 この規程に定めるもののほか、動物実験の取り扱いに関し必要な細目は、理事長

が別に定める。



附 則

この規程は、平成１８年６月１日から施行する。

附 則（平成１９年９月１８日１９農環研第０９１８０８号）

この規程は、平成１９年９月１８日から施行する。

附 則（平成２０年３月１８日１９農環研第０３１８０７号）

この規程は、平成２０年３月１８日から施行する。



別紙様式１

受付番号( )

年 月 日 ： 年 月 日

領域長・センター長 印

独立行政法人農業環境技術研究所動物実験計画書

提出年月日 平成 年 月 日

動物実験責任者：所属 氏名 印

動物実験実施者（所属）：

動物実験飼養者（所属）：

実験計画

１）研究課題名：

２）実験内容：

３）実験期間 平 成 年 月 日 ～ 平 成 年 月 日

４）供試動物

動物種 ：

系 統 ： □購入 □自家繁殖 □分与

Ａ．被分与先の名称：

Ｂ．飼育条件 □ＳＰＦ □コンベンショナル □その他

Ｃ．微生物汚染 □あり 微生物名：

□なし

□不明

Ｄ．検査証明書 □添付

個体数 ： 対照群 雄 雌

実験群 雄 雌

総個体数 個体

５）実験場所



６）飼育形態

□ ケージ ケージの大きさ ｃｍ× ｃｍ× ｃｍ

１ケージあたりの収容数 個体

□ 体重測定 回／日・週

□ 採血 回／日・週

□ 採尿 回／日・週

７）実験動物を必要とする理由

□ 代替手段がない

□ 代替手段では精度が不十分

□ その他：

８）実 験 方 法

□ 毒性試験 使用薬物 □ 発癌物質：

□ 毒劇物：

□ ＲＩ標識化合物：

□ その他：

□ 投与法 □ 腹空内

□ 血管内

□ 筋肉内

□ 皮下

□ その他：

□ ストレス負荷試験 方法：

□ 細胞移植 使用細胞（株）名および由来名：

□ 抗体作製 抗原：

アジュバント：

□ 遺 伝 子 操 作 ：

□ 生物学的製剤の作製：

□ 生理機能実験：

□ 材料・試料の採取：



□ その他：

９）実験のカテゴリー

□ ほとんど苦痛を与えない

□ 小さなストレスまたは短期間の小さな痛みを伴う

□ かなりのストレスまたは痛みを伴う

□ 無処置（無麻酔等）では耐容限界に近い、またはそれ以上の痛みを与える

10）動物の苦痛軽減・排除の方法

□ 薬品名・投与方法：

□ その他の方法：

11）苦痛の排除の方法・配慮する点

12）実験終了時の処置

□ 安 楽 死 □ 麻 酔 薬 の過剰投与：

□ その他：

□ その他：

動物実験委員会記入欄

受付： 平成 年 月 日

□ 上記実験は適正と判断する。

コメント：

□ 下記の理由により適正と判断しない。

平成 年 月 日

動物実験委員会 委員長 印

□ 上記実験を承認する。 （承認番号： 第 号）

コメント：

□ 下 記 の 理 由 に よ り 承 認 し な い 。

平成 年 月 日

理事長 印





別紙様式２

年月日： 年 月 日

領域長・センター長 印

動物実験記録（終了時・定期報告）

所属（領域、センター名等）：

動物実験責任者： 印

１）研究課題名

２）実験内容

３）実験期間

平成 年 月 日 ～ 平成 年 月 日

(終了時報告の場合は実験の全期間、定期報告の場合は当該期間を記入)
４）供試動物

種類 ：

系統 ：

年齢または体重：

個体数 ：

５）実験場所（実験棟名等）

６）実施方法（飼養条件、薬物投与、試料採取、外科的処置等を記載）

７）動物の苦痛軽減、排除の方法（麻酔、保定の方法等）

８）実験終了後の動物の処理（安楽死の方法、動物死体の処置等）

９）安全管理上特に注意を払う必要 の あ る 事 項 と そ の 処 置 内 容


